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【学習到達目標】

1. 「探索的データ分析（EDA）」の概念を理解する：仮説検証型
の分析に入る前に、データの構造や特徴を直感的に把握するプ
ロセスの重要性を理解する。

2. 基本統計量の限界と可視化の効用を知る：平均値や分散などの
数値要約だけでは見落としてしまうデータの「真の姿」を、グ
ラフ化によって発見できることを学ぶ。

3. 多角的な視点でデータを解釈する能力を養う：ヒストグラム、
箱ひげ図、散布図などの適切な使い分けを習得し、シンプソン
のパラドックスなどの統計的な落とし穴を回避する視座を持つ。











「なぜ、この日だけ来館者が
爆発的に増えたのか？」
「なぜ、この浮世絵画像だけ、
海外からのアクセスが異常に
多いのか？」
そこには必ず、固有の文脈や
ストーリーがあります。
外れ値はエラーではありませ
ん。
新しい発見の種であり、イノ
ベーションの源泉となります。







【学習到達目標】

1. 「探索的データ分析（EDA）」の概念を理解する：仮説検証型
の分析に入る前に、データの構造や特徴を直感的に把握するプ
ロセスの重要性を理解する。

2. 基本統計量の限界と可視化の効用を知る：平均値や分散などの
数値要約だけでは見落としてしまうデータの「真の姿」を、グ
ラフ化によって発見できることを学ぶ。

3. 多角的な視点でデータを解釈する能力を養う：ヒストグラム、
箱ひげ図、散布図などの適切な使い分けを習得し、シンプソン
のパラドックスなどの統計的な落とし穴を回避する視座を持つ。



【課題】

1. 外れ値のケーススタディ
ご自身の職場や身近なデータ（なければ公開されているオープンデータ）において、
「外れ値」と思われるデータを探してください。そして、その外れ値が「単なるエラー
（ノイズ）」なのか、それとも「重要な意味を持つ特異点（インサイト）」なのか、そ
の背景を調査して記述してください。

2. 「平均値」の再考
ニュースや業務報告で使われている「平均値」を一つ取り上げ、それが実態をミスリー
ドしている可能性がないか考察してください。「もしヒストグラムを描いたら、どのよ
うな形になっていると推測されるか」を図示して説明してください。

3. シンプソンのパラドックスの構築
「全体で見るとAの傾向があるが、層別化すると逆の傾向になる」という架空の、あるい
は実際のシナリオを一つ作成してください。

（例：病院の手術成功率、学校のテストの平均点など、身近な例で構いません）。
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